
横浜ユニバーサルツーリズムデスク 

街のバリアフリー施設をデータ標準化！ 

多目的トイレや混雑状況のことで困りたくないから 



わたしは、 

車いす利用者です。 





今日、 

お伝えしたいことは 



「障害者にやさしく 

　してほしい」 

　ということ 

　ではありません。 



「障害者にやさしい 

デジタルデザイン」 

をお願いしたい。  



昨今、 

多目的トイレが 

意図とは別の用途で 

用いられています。 



それはマナーを 

守っていただく 

として、 



それよりも 

問題なのは… 



問題１ 

多目的トイレの 

設備のデータが 

整備されていません。 



多目的トイレの 

場所がわかる 

データがあっても、 



オストメイト 

（人工肛門・ 人工膀胱）用の 

トイレの有無は 

わかりません。 









問題２ 

「多目的トイレ」は、 

街によって 

様々な言葉 



「多目的トイレ」 

「ユニバーサルトイレ」 

「障害者用トイレ」 

「だれでもトイレ」 



データを整備しようと 

しても、語彙が統一 

されていません。 



問題３ 

「車いすリフト」も 

事業者によって 

様々な言葉 



「車いすリフト」 

「車いす用階段昇降機」 

「エスカル」 

「チェアメイト」 



やはり、 

データを整備しようと 

しても、語彙が統一 

されていません。 



問題４ 

駅やエレベーターの 

混雑状況が 

わからない。 



世間は、コロナ禍で、 

混雑を避ける 

生活様式に 変わった 

と思うのですが、 



わたしは、 

混雑していると 

電車やエレベーターに 

乗れないので、 



コロナ禍前から 

混雑する場所や時間を 

避けて、 

活動していました。 



できれば、 

混雑状況を 

可視化できると予定 

が立てやすいです。 



そこで、 

デジタルデザインの 

バリアフリーとして 



ユニバーサルツーリズム 

に関する 

データ標準化を 

勝手に行いました。 



ユニバーサルツーリズム 

の対象者 

(障害者・子育て・高齢者・

外国人) は、 



全旅行者の 

３分の１にあたります。 



結構、多いです。 



実際に 

ユニバーサルツーリズム 

のデータ標準化したもの

はこちらです。 





つぎに、つくった 

ユニバーサルツーリズム 

のデータフォーマットを 



報道機関に対して、 

勝手に プレス発表しました 



NHK・毎日新聞・ 

タウンニュース・ 

ヨコハマ経済新聞が 

取材してくれました。 



Yahoo!ニュースに 

載りました。 





つぎに、 

ユニバーサルツーリズム 

のデータフォーマットを 

用いて、 



横浜市内の公共施設の 

ユニバーサルツーリズム 

データを作成しました。 





国土交通省主催の 

ハッカソンがあったので、 
「PLATEAU Business Challenge 2021」 



国土交通省の人に、 

ユニバーサルツーリズム 

のデータフォーマットを 

提言しておきました。 





つぎに、 

Wikidataに勝手に 

ユニバーサルツーリズム 

の施設データを登録しました。 



たとえば 

Wikidataで「横浜駅」と検索

すると、 



多目的トイレ・ 

授乳室・点字運賃表など 

の設備の有無が 

わかります。 





本件のために、 

Wikidataの入力ルール 

（施設関連項目の書式）が 

改正されて、 



だれでも、 

ユニバーサルツーリズム 

のデータを入力・参照 

できます。 



つぎに、 

横浜の作業は 

だいたい終わったので、 



長崎にいる知人に 

同じようにやってみるよう 

お願いしてみました。 



長崎にも 

やり方を教えたら、 

だいたいデータ整備が 

終了しました。 



今度、安政5年に(1858年) 

開港港に指定された 

5都市 (函館・新潟・ 

横浜・神戸・長崎)から 



やっていこうかなと 

思っています。 

 



あと、課題としては、 



駅の混雑状況の情報 

として、国土交通省が 

公表する年間乗降数を 

用いています。 



駅別のおおまかな 

混雑の度合(駅の規模)が 

わかりますが、 



時間帯別混雑状況の 

データが使えるように 

なれば、なお便利です。 



具体的には、 

市営地下鉄やバスの 

利用状況データ、 



駅ビル・公共施設の 

エレベーターの 

利用データについて 



データ標準化・ 

オープン化が進むと 

なお便利です。 



「横浜ユニバーサルツーリズムデスク」の提案に対して

横浜市は、

１　これまで公民連携で培ってきた
　　「ケアテック・オープンラボ」や「リビングラボ」
　　の取組の中で実現に向けて支援します。

２　2022年4月以降に横浜市役所内に開設される
　　「デジタル・デザイン室」と「共創推進室」
　　が連携して、実現に向けて支援します。　


